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新年のスタートに際して 
保護者・地域の皆様には，本年もご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

 今年の干支は「辰」です。十二支の中で唯一，辰だけが想像上の生き物で，非常に縁起が良いとされていま

す。また，辰年生まれの人は，野心家で物事を成し遂げる強い意志を持っており，そのため，仕事や学業で大

きな成果を上げる可能性が高いとされています（もちろん辰年生まれの人が全てそうではないことは言うまで

もありません）。現在の５年生と６年生に辰年生まれが多いと思いますが，生まれてから干支が一回り（１２

年）するほど成長しているということですので，子どもたちには辰（龍）のように大きく飛躍する一年になっ

てほしいと思います。 

 さて，１月９日（火）には，児童の元気な声と共に，３学期始業式を行いました。始業式では，様々な場面

で使われる訓話「ノミのジャンプ」の話をしましたので紹介します。 

ノミの特徴は，そのジャンプ力です。調べてみると，自分の大きさの１００倍

以上ジャンプできるようですので，体長３ｍｍのノミなら３０ｃｍ以上ジャン

プできることになります。これを人間に置き換えると，４０階建てのビルぐらい

までジャンプできることになるので，ノミのジャンプ力は凄いものがあります。 

ここで，ノミをコップに入れる実験をしてみます。ノミはそのジャンプ力によ

って，簡単にコップから出てしまいます。次にコップに蓋をすると，初めはジャ

ンプするたびに蓋に当たっていきますが，だんだんと当た

らないようにジャンプ力を弱めていきます。そして最後に

はコップのギリギリまでしかジャンプしなくなってしまい

ます。ここで蓋をとったらどうなるでしょうか？なんと，ノ

ミは蓋がないのに，蓋ギリギリまでの高さまでしか跳べな

くなってしまいます。ノミは，自分の跳べる「限界」を自分

自身で決めてしまったのかもしれません。 

そんなノミのジャンプ力を、再び取り戻す方法があります。それは，もう１匹の

高く跳べるノミをコップに入れることです。つまり，「跳べないノミ」は「跳べるノ

ミ」を見ることで飛べるようになるという事です。「跳べないノミ」はもう一匹のノ

ミを見て（お手本にして、ライバルと思って，負けたくないと思って）自分自身を

取り戻し，コップを跳び越えられるようなるのです。 

 この話は，子ども達が過去の体験や自分の思い込みによって，自分の行動を制限したり諦めたりしてしまう

ことのたとえ話として教育現場でよく使われる訓話です。私自身が実験したわけではありませんが，ある意味

真意をついていると言えます。私は始業式の中で，次のように子ども達に語りかけました。 

ノミを人間に置き換えてみましょう。「どうせ自分はダメだから」「できっこない」「これぐらいでい

いや」など，普段の生活の中で，自分に限界をつくって，努力することを怠っていませんか？何事もチ

ャレンジすること，何事も諦めず高い目標を持つことが大事です。そして，それを支えていくのが「友

達」です。「良い意味でのライバル」の存在が自分の成長にも大きく影響してきます。友達をお手本に

しながら，お互いに支え合って頑張る集団（クラス）になってほしいです。 

今年は辰年です。先に述べたように，辰は縁起の良い動物で，様々な願いを叶えて

くれるだけでなく，あらゆる物事を良い方向へ導いてくれる力があるとされています。

出東小学校の子ども達が，互いに励まし合いながら，もっともっと成長していくよう

な一年にしていきたいですね。           

 

 

夢と希望にあふれる学校 
 ○進んで学ぶ子 
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 ○元気な子 
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２学期終業式の話 

 順番は前後しますが，２学期終業式では，「竹の節」の話をしました。これも教育現場でよく使われる訓話

の一つですが，「竹はなぜ真っすぐ伸びて，折れないのか」ということを，子ど

もの心の持ち方に例えた話です。 

竹はタケノコからどんどん成長していきます。決して曲がらず真っすぐ伸び

ていきますが，それは成長する段階で「節」を作るからです。そして，節があ

るおかげで，風が吹いても折れたり倒れたりしません。 

これを人間に例えてみます。学校生活を送る中で，時々自分の言動を振り返

ってみることで，心の中に節を作ることが大事だと言えます。例えば，「宿題す

るのが面倒になった」「苦手なことからは逃げたい」「友達とケンカした」「練習

したのに成果が出なかった」…。これらは学校生活ではよくある場面ですが，

ここで「もうちょっとがんばろう」と前向きになることで，心の中に「節」がで

きます。このように，学校生活の所々で自分の言動を振り返ることが大切であ

ることを伝えました。 

 ３学期の生活で，子ども達には心の中に強い節をつくってほしいと思います。 

 

出東小学校開校１５０周年について 

令和６年は出東小学校開校１５０周年の年になります。 

「出東小学校学校要覧」の学校沿革によると，出東小学校は明治６年５月に出東

村三分市尋常小学校が，明治７年９月に出東村沖洲尋常小学校が創立したのが始ま

りです。（明治１３年にできた川東分校は，明治２５年まで三分市剣先にあり，そ

の後，三分市尋常小学校に統合されました。） 

その後，大正１３年３月に両校を統合して出東村尋常小学校が始まりました。（体

育館横のイチョウの木はこの時に植樹されたようです。） 

そして，昭和５０年３月（１９７４年度）には「開校１００周年」として記念碑

除幕式や記念誌の作成があり，令和６年（２０２４年度）は「開校１５０周年」に

あたる年になります。昨今の事情から大きなイベント的な行事は行いませんが，子

ども達には「出東小学校ができて１５０年目の時に，私たちはその小学校にいたん

だ」と感じられるような思い出を作っていきた

いと思います。 

今後は，出東小学校の移り変わりについて，

学校だより等で少しずつ紹介していきます。 
 

 

―寄贈ありがとうございますー 

１０月に斐川町更生保護女性会から図書カードの寄贈がありましたが，１２

月１１日（月）は，更生保護女性会出東支部の皆様から図書カードをいただき

ました。法務省の HP で調べてみると，更生保護女性会とは「地域社会の犯

罪・非行の未然防止のための啓発活動を行うとともに，青少年の健全な育成を

助け，犯罪をした人や非行のある少年の改善更生に協力することを目的とする

ボランティア団体」と記載されています。斐川町内の各地区にもそれぞれ更生

保護女性会があり，様々な社会貢献活動をしておられるようです。 

今回も図書委員会の子ども達が受け取り，お礼の言葉を述べました。本をたくさん買って，読書活動にいか

したいと思います。 

 


